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放射能汚染水問題について

2013年9月25日

福島大学共生システム理工学類

柴崎 直明

第４７回 ふくしま復興支援フォーラム 東電福島第一原発事故（2011年3月）

3月12日15時36分に
1号機で爆発

3月14日11時01分に
3号機で爆発

自衛隊ヘリによる放水（3月16日） 自衛隊による放水（3月18～20日）

（原子力安全・保安院，2011年6月） （原子力安全・保安院，2011年6月）
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地震発生直後の状況

（原子力安全・保安院，2011年6月）

第一原発1～4号機の注水状況

（原子力安全・保安院，2011年6月）

原発事故と汚染水問題の経緯（１）

（毎日新聞2013．9．7：福島第１原発 汚染水対策、漂流２年半）

原発事故と汚染水問題の経緯（２）

（毎日新聞2013．9．7：福島第１原発 汚染水対策、漂流２年半）

汚染水流出の経緯（１）

（赤旗，2013.8.10）

汚染水流出の経緯（２）

（赤旗，2013.8.10）
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事故直後の海側の様子

（ AP Photo/AIR PHOTO SERVICE，2011年3月20日 ）

事故直後の陸側の様子

（ AP Photo/AIR PHOTO SERVICE，2011年3月20日 ）

Google Earthによる敷地の変遷 東電のロードマップ（2011.4.17）

東電のロードマップ（2011.4.17） ロードマップ（2011.4.17）の概要図
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ロードマップ（2011.4.17）の概要図 高レベル放射性廃液の移送（2011.4.19）

高レベル放射性廃液の移送（2011.4.19） 高レベル放射性廃液の移送（2011.4.19）

仮設タンクの登場（2011.5.1）

（Wikipedia，福島第一原子力発電所事故の経緯 (2011年4月以降)より）

初期の仮設タンク（2011.5.18）

（Google Earthより）
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初期の仮設タンク（柴崎撮影）

（2013.9.13撮影）

横置き型・フランジ型タンク（2011.9.16）

（Google Earthより）

横置き型の仮設タンク（柴崎撮影）

（2013.9.13撮影）

横置き型の仮設タンク（柴崎撮影）

（2013.9.13撮影）

汚染水漏れの発覚（2012年）

（Wikipedia，福島第一原子力発電所事故の経緯 (2011年4月以降)より）

福島県が廃炉安全監視協議会を設置
（2012年12月）

（福島県HPより）
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（2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より）
（2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より）

（2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より） （2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より）

（2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より） （2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より）
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（2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より） （2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より）

（2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より） （2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より）

（2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より） （2012.12.26第1回廃炉安全監視協議会資料より）
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（2013.2.5 第3回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.4.24 第4回廃炉安全監視協議会資料より）

（2013.4.24 第4回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.4.24 第4回廃炉安全監視協議会資料より）

（2013.4.24 第4回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.4.24 第4回廃炉安全監視協議会資料より）
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（2013.4.24 第4回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.6.11 第5回廃炉安全監視協議会資料より）

（2013.6.11 第5回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.6.11 第5回廃炉安全監視協議会資料より）

（2013.6.11 第5回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.6.11 第5回廃炉安全監視協議会資料より）
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（2013.6.11 第5回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.6.11 第5回廃炉安全監視協議会資料より）

（2013.8.6 第7回廃炉安全監視協議会HPより）

第7回廃炉安全監視協議会の内容

（2013.8.6 第7回廃炉安全監視協議会資料より）

（2013.8.6 第7回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.8.6 第7回廃炉安全監視協議会資料より）
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（2013.8.6 第7回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.8.6 第7回廃炉安全監視協議会資料より）

（2013.8.6 第7回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会HPより）

第9回廃炉安全監視協議会の内容

（2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より）
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（2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より）

（2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より）

（2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より） （2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より）
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（2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より）
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汚染水問題の整理の試案（１）

１）福島第一原発の立地上の問題点
旧地形（谷の存在），地質，埋土・盛土，地下
水位の分布など

２）汚染地下水の状況やタンクからの汚染水
漏れの状況
現状をどうみるか，これまでの”対策”の問題
点，汚染地下水の流動と分布範囲，
基礎資料やモニタリング情報の問題など

汚染水問題の整理の試案（２）
３）汚染水保管タンクの問題
タンクの問題点（構造，立地条件，数量など），
老朽化・寿命，耐震性・揺れによる共振，荷
重による地盤の変形，地下水位の低下・上
昇に伴う問題など

４）今後の見通し
”対策”による地下水流動の変化，平面・断
面的な海への流出，流出経路と流出量，処
理はどこまで可能か，など
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汚染水問題の整理の試案（３）

５）”超緊急的”，短期・中期・長期の対策
は？
起こしてはいけない条件とやむを得ない条件，
保管・処理・移送の問題点，抜本的な解決方
法はあるのか，地質学的・地球科学的視点
からの見解は？

など

東電が公表した資料

東電の認識

福島第1原発
付近の

地形陰影図

（国土地理院10mメッシュ
標高を使用）

東電のモデル解析手順 東電のモデル解析領域
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東電のモデル解析メッシュ 東電モデルの境界条件（１）

東電モデルの境界条件（２） 東電モデルのパラメータ

東電モデルの検証状況（１） 東電モデルの検証状況（２）
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東電モデルの検証状況（３） 東電モデルの検証状況（４）

東電モデルによる流出量 左図
1） 明治41年測量、明43年12月15日発行

2）5万分の一磐城富岡
明治41年測図、昭和8年要部修正測量図同27年応急修正
（この図には大芋沢西の南北道路が描かれていない）

3）2万5千分の一 磐城双葉・磐城富岡
昭和47年測量 昭和48年発行

4）2万5千分の一 磐城双葉・磐城富岡
昭和47年測量、平成18年更新

地形図

１福島第一原発敷地は標高35から30ｍの
平坦面(台地）

2）大芋沢とその南に205ｍに沢
3）原子炉建屋は台地端を約20ｍほど掘削し

開削して造成した標高約10ｍの平坦地に
建てられている
（谷部は約10ｍほど盛土）
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浪江磐城富岡図幅
浪江磐城富岡図幅

ｔｍ3 礫・砂及び泥

（2013.9.17 第9回廃炉安全監視協議会資料より）
106

107

護岸エリアの地下水位変動状況

7/8 8/1 9/1

108
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福島第一原発構内配置図（南側）

109出典：東京電力(株)福島第一原子力発電所汚染水の現状と対策
（平成25年8月23日）

護岸エリアの地下水位変動状況

↑
集水ピット排水開始 ↑

ウェルポイント開始

No.1-4近傍地盤改良（薬液注入）

7/10 8/1 9/1

No.1エリア海側地盤改良（薬液注入）

110

111
出典：タービン建屋東側における地下水及び海水中の放射性物質濃度の状況と対策（平成25年9月4日）

抜本対策

112
出典：東京電力(株)福島第一原子力発電所汚染水の現状と対策（平成25年8月23日）

抜本対策（1）

113
出典：東京電力(株)福島第一原子力発電所汚染水の現状と対策（平成25年8月23日）

抜本対策（2）

114
出典：東京電力(株)福島第一原子力発電所汚染水の現状と対策（平成25年8月23日）
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抜本対策（3）

115
出典：東京電力(株)福島第一原子力発電所汚染水の現状と対策（平成25年8月23日）

今日のまとめ
汚染水問題では，足元の状況（地形・地質・
地下水）の把握が不十分．
東電は，原発敷地の範囲しか考えていない．
過去の知見・資料が活かされていない．
三次元浸透流解析が不十分．
地層や地下水は敷地の外まで連続している
ので，調査・モニタリングの拡充が必要．
足元の実態が把握できないと抜本対策がで
きない．
東電任せには限界，国がどう関与するか？


